
 

  

会議名 
令和 5年度 第 2回 

愛荘町の国民健康保険事業の運営に関する協議会 会議結果（概要） 

開催日時 令和５年１０月１２日（木） １９時３０分～２０時４１分 

開催場所 愛知川庁舎 ２階 大会議室 

出席者 

被保険者代表     石沼林三郎委員、川井りん 

保険医・薬剤師代表 森野尚子委員、上林俊明委員 

公益代表        水野浩伸、宇野久七郎委員 

欠席者 
保険医・薬剤師代表  武久典子 

公益代表       小杉朝栄 

事務局 

福祉政策監・健康推進課長 木村美紀 

総務政策監 生駒秀嘉 

住民課課長 楠真二 、主査 一之瀬勇次、主任 中島愛見 

税務課課長 藤澤雅史、主任 土坂英理子 

傍聴者  ０人 

議 題 
保険料(税)水準の統一について 

第４期特定健康診査等実施計画・第３期データヘルス計画について 

審議内容 別紙のとおり 

問い合わせ先 住民課 担当 小泉 連絡先 0749-42-7692 



（開会） 

１） 会長あいさつ                            

 

２） 副町長あいさつ                              

 

３） 議事録署名委員の選出について                      

 議長（会長）の指名により、石沼委員、森野委員に決定。 

 

４） 保険料(税)水準の統一について                    

 事務局説明の後、質疑・応答 

 

・（委 員）福祉医療費助成制度について、現時点では県内市町ごとに医療費助

成対象範囲が違います。愛荘町では中学３年生までですが、高校生

世代まで助成している市町もあります。保険税が統一された際、市

町によって医療費助成対象範囲が違う現状についてどのように考え

ていますか。 

・（事務局）福祉医療費助成制度は、国民健康保険、社会保険または共済保険に

加入している方の医療費に係る自己負担分を補助している制度であ

り、保険税の統一とは連動しないものと思われます。 

・（委 員）福祉医療費助成制度に係る予算は、国民健康保険の特別会計とは別

予算から出ているということでしょうか。 

・（事務局）そのとおりです。福祉医療費助成制度は県の補助金を受けています。 

・（委 員）保険税率を据え置いて基金を取り崩しながらでは、令和８年度に徴

収する保険税を急激に上げなければならないということかと思いま

すが、急激な上昇を抑えるには、令和６年度、７年度で少しずつ上

げたほうがよいのではないでしょうか。 

・（委 員）税率については、我々が検討すればよいかと思います。以前にも申

し上げましたが、税率は上げていく必要があります。そうしないと、

財政面において維持していくのが困難になり、破綻する可能性もあ

ります。基金を取り崩して活用するのはよいが、税率がいつまでも

同じとはいかないと思います。 

・（委 員）言われたとおり、急激な上昇よりも少しずつ上げていくほうが良い

と思います。 

・（委 員）基金の活用方法について、これからは帯状疱疹のワクチン接種など

が必要になると思います。５０歳以上の人でだいたい３人に１人が

帯状疱疹にかかる確率があるという記事を見ました。ワクチン接種

により重症化を防ぐことができます。基金をそういったことや、特

定健康診査で町独自の項目を増やしていくことに活用しながら、

徐々に保険税率を上げていくような取組みが必要だと思います。 

・（委 員）帯状疱疹について、５０歳以上の人で３人に１人という割合ですが、



そこまで多く発生するものではありません。ワクチン接種補助を行

うというのであれば、他に先にやらないといけないものがあるかと

思います。 

・（委 員）今年度に策定を進めている、保健事業実施計画から分かることもあ

ると思いますので、意見をいただきたいです。 

・（委 員）保険税は令和９年度が統一の目標年度です。移行期間が３年あり、

１２月には仮算定、１月には本算定の結果が出るかと思うので、そ

のときに町の税率を考えていきたいと思います。 

・（委 員）保険税は税率自体が高いと聞きます。しかし、医療機関を受診する

際には医療費の給付が必要です。令和９年度から統一していくにあ

たり、保険税はどうなっていくのか分かる範囲で教えてほしいです。 

・（事務局）保険税の不足分について、基金が枯渇していれば、保険税を上げる

か、もしくは県から借入のどちらかを選択することになるかと思い

ますが、現在のところ県内では県からの借入はありません。町とし

ても統一するまでの間、県から借入しなければならない事態は避け

たいと考えています。 

・（事務局）どのくらい上がるか明確ではありませんが、令和７年度と８年度の

間では１．５倍くらい上がる可能性があります。そうならないよう

に、徐々に上げていくのが理想的だと思います。 

・（委 員）基金を取り崩しながら今の税率のままでいくと、令和７年度には県

から借入しなければならなくなり、翌年には返済が生じることを被

保険者に説明しなければなりません。あくまでも税率を据え置いた

場合の話であり、県からの借入をしないようにするためには、保険

税を徐々に上げていかなければならないと思います。保険税の統一

に向けて段階的な税率の引き上げを当協議会で検討していこうとい

うことです。よろしいでしょうか。 

・（委 員）わかりました。 

 

５） 第４期特定健康診査等実施計画・第３期データヘルス計画について                       

 事務局説明の後、質疑・応答 

 

・（委員）ただ今、事務局より説明をいただきましたが、ご質問・ご意見はござ

いませんか。 

・（委員）（特になし） 

 

６） 次回の開催日について                                  

  

■次回開催日 

 令和５年１２月 

（閉会） 


